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児童虐 防止待 月 に伴 う周間 知 ついに て (協力依頼 )

日 より頃 盛、 岡市の 育て支援子 について、御 解理 と御 を賜協力 り 感、 謝 し上申 げます。ヽ

毎 11月 は児年 童 待虐 防止月 です間 当 で 、児 虐 の。 市 も 童 心配待 な声 寄が せら てれ りお ま

す。そこで、この機会に多 の皆様く に児 虐待 対童 に しての理解 深めていを ただ 、き 地域の子

ど たちの安も 全 一を に緒 考えていきたいと思います。

、つ ましてき は、 付添 リーフの レット 一 いを ただ 、御 読 き に気 なる情報があれ 、こば ども家

庭センターまで御専絡、 だ御相談く るさ ようお願いいたします。

問合せ【 先】

岡市こ盛 ども家庭セン 援ター おやこ支 担当

電話 日:019-601-2414 (平 8:30～ 17:30X
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体罰?虐待?1瘤勒
隕鬱夕綸隷扮扮瘍 豚隕 瘍瞼 袂傷郎 豚濶

ヽ ず 鳴 り 手予%で蛉してしほどはわ 怒 つてし議つた 、 覆 し ことがあう:こ る 鶴 れ せ畿 そ なる か し 畿 ん。

鶴蝙 は、わ 財 しても は ‡通暴力 顆Fどう 時 ての つ 鰺鶴ゝ ≧しヽ ぴ :こ つ がっ り、心 の重 ラ攀 な た 成動 長

碧 飩さ量 畿 悪覺進 ぎ 毅 が 鶴影響 出 爾踪 すて 等性がMは な褥楊鶉會通もな晰さな いま 。体罰 ‡こ

ならぬ ヽ う 体判 許 れ嚢 や 肛 し 。 薔 さ なし予%で甕広め、すこやかな巡魃蛉軋 瞼悴ρ つてい 畿 ょ 議 もヽ

厄≧鯰彰嘲濱 椰 わけ 量 ざりな さな な0◎

隧繹蜃 鉤ρ厄鱚 瘍 鰈鸞憮 颯 心 時錮繹 務は■ s、 卜は 踪颯 飩核鶉踪 ⑬袂 鵞厄2凸蜀嘲絋鱚栃鰈

黎 儡 蝙晰 颯 厄ρ 蛉o◎ 踪覺忽琥 蝙 鮨 瘍 屹贔 鰺躾謳5枚 《鰤m、 隕鰈雉碧嶽 陵鸞 飩 栃凸颯核鬱

⑫＼F鈴 瘍∫録黎 埒り、 硫 勿漑 烙饉 燿 写穆綽 ×鑽蝙 躊扮 夕鰊 ◎

心 場

わ冬ず こは と

露院で した 、 こどもを した無視 り、    こどもの心や幽尊′かを

拒 度否的な態 准示すこと 鶴つけるような言動量したけ、
・

1鐵:り :踵:し 1露 うこと

   他鍛きょうだいとは著しく 麗己偶者への暴力や暴言を

 蓬澪暇的な扱いをすること こどもに見せること
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隕鬱傷綸 扮扮隷 瘍 靱 瘍瞼 修蓼0文 豚鰤

｀ ず 鳴予%で悔してしはど思わ 懇 つてし畿つた 、 をけ 手 議し ことがあう:こ る らしれ せそ なる か 議 ん。

「
財濾茫 、「どう てもの躇 し は ‡通轟 顧時 力 てつ いい と臨ゝう つひ :こ っが 、」 な な 心り 身のた 成長

晰 ‡通さな な 巡発達 ぎ 麒 が影響 饉鶴 ヽ鍼晰 れ ます爾踪軋がMは ど褥鞣鶉ζ通盗 き し 。て 体罰等 :こ

ようない予%で黎広め、すこやかな成 碓織 全 っ もヽ う 体蜃な き し 。 ‡長 賽 体で て な ょ 議許されなしヽ

卜鰤鰤鞣⑬慇 め鰺 眩 栃塀 蜆 屏魏 鰊屹夢 。

饉鏃吻 軋 厄燒 ρ 蝙輻 瘍 鰊蝙 瘍い繹 隆 、鮨 鰈 巾 魃 卜は 鰈鶉藤 輻藉 炒枚 賦 嘲厄 瘍 陵繹 ρ 咆 膜勒麒

黎 茫隆 塀儡 瘍 厄凸 魃 ◎ 緻鰺屹 霰覺へ瘍 《 汐袂鶉 鸞 晰 了鋏 颯枚袂咤5枚 鰤盗、鰺饉鑽晰 惧 栃 嘲

鶉貪鱚 瘍∫呟 浙黎 埒り颯 ぬ、 薇疱 蝙 写勿 膨穆綽 舅 眩●褥褥 鼈 。

薫 脅 り

脅 す進 ること

露 で した 、 こど をも し無視 たり、    こども∽心や自尊′かを

度拒否的 態 を示すな こと 傷つけるような言動をしたり、
・

1曝:り :踵:し 1露 うこと

   他のきょうた掲 とヽは著しく 配偶者への暴力や暴言を

 差別的な扱いをすること こどもに見せること
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'ネケF鍮 鶏 私ヽ幼少覇 鑢:7で 為場

な をア いどん ケ て のし た ?

基 彗 |こ |ま の本 母 家事Ciめ 晏'′ Eし てす 俸な 畑議 事

く 、し れ た ■て か て賢 も気 つまし 三 か かず :こ 食卓 :塁 べ並 た 、

掃除をし うよ と_て 言―こi言 て っま 響拿 し た 弩恩

いこな とも多く、姜
=´

;亘 す 轟要 轟ザ し必 が た。
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ンケヤ ラー|こク とア つi_ヽ た黎参気 議lll:事●
生学 時大 3年 の に 知言葉を ま 、り したが の最自分 慧え轟鸞こと1譲 ん

した そで の。 後、母 家が の で したた鵡 ご中 怪我を 遍 と|こ …、 驚 入癬

ら の かし ら に に活 な 時家 実家 通う生 た ‡っ こ、『通 なれ‡譲ケア の

か 」も 付きましと気が た。

生 助|ナ :こ っ学 時代|こ なた中1事|,|

C存 :豪て の塾 在 丁 て ケア らヽか か亀学 ら ‡ 難で ご 露校 蹂麟 気 過 す 議聞

つ●■t｀ 二 こ らこそ「世界:よ と 』ヽζ し こ学 だ す懇 と と校 家 ゃな 思拳 が

に みむり を だ と悩 聞 き そう しなく

て 、『 の一 言も 大丈夫 ?」 だけで、

っとJ慾 :意き く り軽 な ます。

っと の警 朝磯 鋼購 :∫
t鑢 っヽ。母 iま 曇 家 を ず 醸 で ¶く 衛 持 た独 す。れた ヵ で 浮奪

も つしゝり を 可の ;二 鍮為 べ な 々轟 段購 しちと 意 感しゃ 雫 ど の 鍮 が,

し 号と 上 で ケF鋳 み鏡 っ 電ゝ轟す 麟嬢 を。 鰻鍛 取 鍮 こ、 き 今も 勧 な て ケぽ総 讐 く と

う譲難 しち導 です撮t、 ど 暮 亀鼈麗 …織 :こ す」 臨ヽ轟 奪爾徹 過 ラ黒ご とと も

ーサポ 終大騨を だと 議ゝ思 農す。

ぜ 靱 ‡意紗爾り の 、ぬ入 分 や の 響 臨ヽ議状灘 分 や た と場儀えてくれ

電ゝも 難 す鐘 な ヽた で 海;通 iよ『 れる轟 大鐵 い滅『。 曲分 1譲持 ど 懇ゃな 曲分

:譲ヤ …グ だと たヽ 聾ヽく とン ケF予 議 し 臨 人もヽ ヽ驚 な 多 愚 ヽ電%と 鶴議す。

無理 :通 る ヽ 、蟻 し ンす グヤ フ ー しヽ 欝鐵憑 必要:ま な で が ク ラ と 喉 覆

っ鰻 る 、てみ と ット:こメリ こ 議ヽなる と る れ 誉んもあ もわ 轟 。

分 :二 がありそう畿 待 な 藩震時 :こ 1よ うまく し でてみ くださしヽ像

その友達の範 ざ 羹嶽 、饂 輪饉 楼け な 竜 くが又 囃 たわで ,蝙 ≧≧吻やって輻で 琵ぶり

勇 壁騒気 懇で、大Aを :鍾 ってみて

くだ 鼈ゝ,力 :こ もヽさ な と慧警りた て

い 勢 静鐵 必ず場L議る大入:譲 .,身 ジ:理 す,

雫 と で「穣 畿緩 先 な 窯 」 年ヽ動 と 多

。 翁 錐装 も 笈 続選 択 そ 逮 溌 ζ意

摯轟 た 春轟談 讐があ ず饉騨な 角 蕪 ぃ
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掌 大 が鐘う薬 入 と慧寵されてしヽる 事 家族家 や の世話など 常圏 的 行に って ヽ も。若書し6通 ど の進と

攀 《崚 笠 姜ス ∫♭ ウ兆 や ク カ セ ー、ラ スン ールソーク シャJ膨 ポーカー り 遭 鰊》 購 窓、都 国鰺 、
幕巡鮨 瘍輔 ど■ セン家庭 タ轟 ー 地 のヤ域 ア、 グが ジン ー 援蜃 ど支 麟通悴な で ま櫂隷 き す

つ因 き 聞たと に い話を て

くれ 大人は必ずる います。
いろいろ

持っ勇気を て話してほしいな。

、 蟷颯鶴場所 あるので 畷な相談 が 餡爾 鰺鍼
※お い 地 よ住 ま の に っ域 て 口な窓 どの は り開設状況 異な ます。

じもまんなろl蠅 も家庭 庁
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